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ベーメにおける神秘的人間形成への限界と可能性
― 超感性的生についての「対話」を中心に ―
田 口　康 大
序章　神秘的体験のアポリア
　「ドイツの哲学者（Philosophus Teutonicus）」（1）とヘーゲル（Georg Wilhelm Friedrich 
Hegel,1770-1831）をして言わしめたヤコブ・ベーメ (Jacob Böhme,1575-1624) であるが、
その一生は万人の心の奥深くにひそむ神性の働きの究明と、自らが体験した「魂の突破」を
表現することに注がれた。彼の著作のなかには、神性の働きを究め、その働きを活かすため
には何を行なえばよいのかを、教導的な意図を持って書かれた著作もいくつか残っている（2）。
これらの著作は、言語では表現することが困難な神秘的体験について、それらの体験へと
他者を導くことを意図しており（3）、つまり、神秘的な体験について全くの無知である人々
に向けて書かれているものである。そのなかでも、『キリストへの道』（Der Weg zu Christo, 
1623）（4）という著作のなかの第 5 巻『超感性的生について』（Von übersinnlichen Leben）は、
Meister: 師と Jünger: 弟子との対話からなっており、読者もその過程を追うことができるた
め、とりわけ教導的意図が強いように感じられる。この著作は、弟子が師に神秘的な体験＝
超感性的生について様々質問をし、師がそれに答える形で、超感性的生について語る、とい
う形式でなりたっている。対
ダイアローグ
話形式で語られてはいるが、無論実際にはベーメの独
モノローグ
語である。
　ところで、対話形式について、まず想起されるのは、古代ギリシアの哲学者プラトン（Plato, 
B.C.427-347）の著作である。プラトンは対話形式において、自らの哲学を表出したのであ
った（5）。彼の著作は、師ソクラテスと友人たちとの対話という形式を取っている。「産婆術」
あるいは「助産術」とも言われるように、ソクラテスが彼の友人たちへ質疑を行なうなか
で、対話相手＝友人たちを不確実な知識から、真なる知へと導く姿を描き出す。しかしなが
ら、真なる知へと完全に到ることが、彼の著作のなかではそう多くはない。むしろ、その対
話の多くにおいて、アポリアに終わるものが多いのである。それはなぜなのか。このことに
ついて、内山はプラトンの対話編についての著のなかで、「われわれにとってほんとうに知
るべき肝心な事柄について、教え導くことのできる者は皆無だと言わなければならない」（6）
と述べている。その理由については、プラトンの著作からの引用を用いながら説明する。「知
の飛び火」と言われるように、「数多く話し合いを重ねてゆくうちに、そこから、突如として、
いわば飛び火によって点ぜられた燈火のように、魂のうちに生じ」（7）るものであり、真の
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知がわれわれの魂のうちに点るのでなければ、真の知は得られない、というのである。つま
り、ソクラテスとの対話によって真なる知へと近づいていこうとも、真の知を得るには、「自
分で発見する」以外にはないということなのである。というのも、真なる知とは、「他の学
びごとのように言葉で言い表わすことがどうしてもできないもの」（8）であるから。
　ベーメにおける神秘的体験は、ソクラテスにおける真なる知の発見と同様に言葉では表現
できず、その体験自体は、本人が経験するのでなければわかり得ないことである。であるに
もかかわらず、ベーメは神秘的体験へと読者を到らせるための著作を書いている。言葉を使
い、読み手の理性へと訴え続けるのである。ベーメは、「超」（über）感性（sinn）という感
性を超えた生へと到らせるために、言葉を使用し読み手の理性を働かせる。しかしながら、
理性を働かせて言葉を辿ろうとも、そこにはプラトンの対話編に見られるのと同様に、結局
は超感性的生へと到ることができない弟子の姿を見ることになるだけなのである。
　では、超感性的な生へと到るためには、何が必要なのか。ベーメはそのためにはただ一瞬
で良いと語る。一瞬の「跳入」だけで十分であると（9）。この言葉が指し示すところは何なのか。
この「跳入」という言葉は、プラトンでいう「知の飛び火」のようなものであるのか。この
言葉の意味するところは何なのか。ベーメがこの言葉をどういった意味合いにて使用したの
かを探ることは、超感性的生へと到るために必要な条件を探る重要な鍵となりえるだろう。
　そこで本稿では、1 章において、教導的な意図が強く出ている著作『超感性的生について』
を中心に、ベーメにおける超感性的生とは一体どのようなものであり、どのようなことが必
要であるのかを、師匠と弟子の対話を辿りながら明白にしていきたい。
　2 章では、1 章において明らかになったことを踏まえ、師匠が弟子をどのように超感性的
生へと手引きしていくのかということを見ていく。また、そのなかで、超感性的生に到らせ
ようとさせることにおいて、何が限界であったのかを見極めていく。つまり、ベーメが神秘
的人間を形成しようとするに際して感じていたであろう限界を、この対話から見定めていき
たい。
　3 章においては、神秘的人間形成の限界に対峙し、あえてその形成を導こうとする者には、
可能性として何が残されているのかを、探求していきたい。このことを通じて、何らかの体
験それ自体は導くことが出来ないという、教育上の本質的困難、もしくは闇に対し、教育者
は被教育者を体験へと導こうと試みる際に、一体何をすることが出来るのか、そのことにつ
いて少しばかりの示唆を得られればと思う。
1章　ベーメにおける超感性的生
　本章の目的は、ベーメにおける超感性的な生を明白にすることにある。しかし、先に言及
したように、超感性的生＝神秘的体験は本来、言葉にすることができないものである。また、
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言葉にすることができないものであるために、一つのことがらに多様な言葉を当てはめ、一
つの物事を説明するに際し、違う言葉でもって何度も言い換える、という読者からすると捉
えがたい特質がある（10）。ベーメが、「私は内面に、その大いなる深みのうちに、それ〔神秘
的体験にて顕現したもの〕をよく見ました。私は万物がそのうちに存する混
カオス
沌のうちへと見
透かしたのですが、それを解きほぐし分けることは私には不可能でした」（11）と記している
ように、ベーメにとって神秘的体験を理解することは困難であり、それを言葉にすることな
ど、なおさらに困難だったのである。『超感性的生について』においても、このことは表れ
ており、超感性的生をはっきりと言葉で捉えようとすることは至極困難であるが、ベーメ思
想において重要なキーワードを手がかりに出来る限り明白にしていこう。
　この著作は次のような弟子の問いから始まる。
弟子が師に問う：私はどのようにして神を観、神の言葉を聴くという超感性的生へと入る
ことができるのでしょうか。
師匠は答える：あなたが一瞬でも、何ものも住まわない場所へと跳入することができたな
ら、そのときあなたは神の言葉を聴くでしょう（12）。
超感性的生へ到ることを欲している弟子が、その生への到り方を師匠に問う。それに対して
師匠は、「何ものも住まわない場所」（dakeine Creature wohnet）へと跳入する必要がある、
と答える。何ものも住まわない場所とはどのような場所であるのか。
　弟子は、「その場所は近いのでしょうか、それとも遠いのでしょうか」（13）と問う。それに
対して師匠は、「その場所はあなたの内にあります」（14）と答えるのである。「何ものも住ま
わない場所」とは、自らの内にあるのだと答える。つまり、超感性的生に到るとは、自らの
内に入っていくことである。自らのうちへ入るためには、師匠が言うには、「あなたが意志
（Wollen）と思慮（Sinnen）の全てを一瞬でも沈黙」（15）させなければならないと語る。そ
れを行なえた時、つまり自分自身の意志と思慮を沈黙させられた時に、何ものも住まわない
場所である自らの内へと到り、神の声を聴くのだ、と師匠は言うのである。
　しかし、普段は我性（Selbheit）の意志と思慮や自身の観ること、聴くこと、意欲することが、
自分自身を妨げているために神は顕現していないということである。逆に、我性の意志と思
慮を沈黙させるならば、永遠なる聴くこと（hören）、観ること（Sehen）、語ること（Sprechen）、
つまり神（der Gott）が自分自身を通って、顕現するのである（16）。このことについてベーメ
は別の箇所にて言葉を変え説明を加える。その一例として、次の対話を挙げてみる。
弟子：わたしがそこへと行けないように、わたしを捉えているのは何なのでしょうか。
師匠：（前略）あなた自身の意志によって、あなたは自身を神の意志から離し去り、また
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あなた自身の観ることによって、ただあなたの意志の内だけを観ているのです。そして、
あなたの意欲が、この地上の自然的な存在固有の感性でもって、あなたの聴覚を塞いでい
るのです。また、そのことによって自身を地上へと導きいれ、あなたが欲するものによっ
て自らを曇らせ、そのためにあなたは超自然的、超感性的なものへと到ることができない
のです（17）。
「あなたの意志の内だけを観ている」とは、別の箇所でベーメが述べるように「〔世間的な〕
欺瞞と虚栄」（18）や「この世の虚しい快楽」（19）を愛好するといったことを指している。神の
意欲とは離れた、世俗的で儚い自己自身（＝我性）の意欲だけを渇望しているということで
ある。また、「地上の自然的な存在固有の感性」とはわかりづらい部分であるが、神の声を聴き、
神を観るような場所へと到った超感性的生に対し、神の意欲とは異なる世間的な虚栄や快楽
を求めるような世俗的で地上的な感性のことを指している。それゆえ、神の声を聴くことが
できるはずである聴覚が、世俗的世間的な感性によって塞がれている、ということである。
またそのようなあり方をベーメは「動物的なあり方」（Thierischer Art もしくは Essens）（20）
と呼んでもいる。
　つまり、超感性的生に到るためには、我性的な意志や思慮、世俗的で地上的な感性、動物
的なあり方を排さなければならないということである。このことがまずは超感性的生へと到
るための基礎的な条件として挙げられると同時に、超感性的生とはそういった感性を超えた、
神意に沿った感性＝超感性に生きるということである。
　しかしながらここで、我性の思慮と意志を沈黙させることが、なぜ神を顕現させることに
なるのか、さらにそれが自分自身のうちで起こり、自分自身を通って顕現するのはなぜなの
か、という疑問が弟子に湧き起こり、そのことについての問いを繰り返していく。
弟子：神が自然と被造物とを超越しているのであれば、私は何によって神の語るを聴き、
神を観るのでしょうか。
師匠：あなたが静かに沈黙するとき、あなたは神が自然や被造物より前にあり、そしてそ
こから神があなたの自然と被造物とを造った、その当のものであるのです。だから、あな
た自身の意欲すること、聴くこと、観ることが始まる以前に、神があなたの内で観て、聴
いていたものによって、あなたは観、また聴くのです（21）。
師匠が答えるには、もし、静かに沈黙するならば、その時自分自身が、神が自然や人間を含
め被造物が造られたその当のものであるから、ということである。ここには、ベーメ思想の
核とも言えるだろう「無底」（Ungrund）の思想が表れている。「無底」とは、「万物の始原」
であり「神そのもの」である（22）。また、永遠にして唯一の意志である（23）。世界の始まりは
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底も無いような全くの無であり、そこから唯一つにして永遠なる意志が働き、「永遠の一者」
（das ewigh Eine）である神が顕現し、神によって被造物や自然が造られたという根源的原理
の思想をベーメは持っている（24）。つまり、人間は本来、無底から造りだされたのであり、
無底にて「万物と等し」（25）かったのである。そうであるため、沈黙し、先に見た超感性的
生へと到るための基礎的条件を満たしたとき、人間は超感性的生＝無底へと舞い戻る
4 4 4 4
（跳入
する）のである。無底へと跳入することで、万物と一体となり、また神とも一体となるので
ある。すなわち、神がどこか別の場所ではなく、自分自身の内にて顕現するのは、以上の理
由によるのである。
　つまり、超感性的生に到るとは無底へと到ることでもあり、人間は無底から造りだされた
存在であるゆえ、神そのものでもある無底に舞い戻り到ることによって、自己自身にて神を
観るのである。しかし、普段は無底の永遠なる意志、神意に反して、我性や地上的な感性で
もって動物的なあり方をしているために、神が顕現していないということである。
　以上、超感性的生とはどのような生であるのか、またその生へと到るために必要な条件と
は何であるのかを見てきた。しかしながら、ここにおいて見てきた超感性的生とは、ベーメ
思想における超感性的生のごく一部である。本章においては、ベーメ思想のキーワードと言
える言葉のいくつかを手がかりに、超感性的生についての核たる部分を浮き彫りにしたにす
ぎない。
　さて、師匠と弟子との対話においては、超感性的生に到るための基礎的な条件について聞
かされた弟子は、決心したかのように次のことを師匠に請う。
師匠、私が万物に等しくなるためにはどうしたらよいのか、その最も近い行き方を、どう
かお教えください（26）。
超感性的生へと到るためには、我性や地上的な感性、動物的なあり方を排するように、と師
匠は言うが、それらはどのように排することができるのか。どのようにすることで超感性的
生＝無底へと跳入することができるのか。そこで、2 章においては、より具体的に師匠はど
のような語りでもって、弟子を超感性的生へと到らせるのかを見ていく。
2章　超感性的生への手引きと限界
　本章において、1 章にて見た超感性的生へと到るための基礎的な条件を満たすためには、
どのような実践が必要であるのか、また師匠はどのように弟子に語っていくのか、というこ
とを考察していく。さらに、対話において、師匠は弟子に何を伝えられ、何が伝えられなか
ったのか、ということを見ていく。そのなかで、ベーメにおける神秘的人間の形成の限界を
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見極めていく。
　万物と等しくなるにはどうすればよいのか教えて欲しい、という弟子の願いに対し、師匠
は、「もちろんです。そのためには、まずは我らの主イエス・キリストの言葉を思い起こす
とよいでしょう」（27）と答える。そして、ヨハネによる福音書の、「私から離れては、あなた
たちは何一つなすことができないだろう」（28）というキリストの言葉を用いながら説明する。
師匠は、万物と等しくなるためには、「我らの主イエス・キリストの生命の内へ、あなた自
身を完全に捧げ入れ、自分の意志と欲望を完全に委ね、主なしには、何ものも欲することが
ないようにしなければならない」（29）と言うのである。しかし、地上的な感性や動物的なあ
り方に捕らわれている「自分の能力の内」にとどまるならば、万物と等しくなることによっ
て得られる、「いかなる被造物もあなたに触れることのないような平安」である超感性的生
に到ることはできない、と師匠は語る（30）。
　それを聞いた弟子は、「被造物が私を引きとめるために、自身を完全に委ねることを不可
能としているのです。私はこんなにも切望していますのに」（31）と、その思いとは裏腹に、
超感性的生には到ることができずにいる、その葛藤を師匠にぶつけるのである。ここで弟子
がいう被造物とは、地上的なものを愛好する身体のことである。神に自身を委ねようとして
も、地上にある身体がそれを妨げてしまう、と語る弟子に対し、師匠は、被造物から離脱す
るためには、被造物のなかへと意志が入っていかないようにしなければならない、と答える
のである（32）。自分自身の意志が、地上的なものを愛する被造物へと入っていかないように
するべき、と述べているのである。師匠はまた、ヨハネによる福音書の「あなたたちが私〔キ
リスト〕の内にとどまるならば、私の言葉はあなたの内に残るでしょう」という言葉を用い、
「あなたが、あなたの意志によってキリストの言葉の内にとどまるならば、神の言葉と霊と
があなたの内にあるということです」と説明する（33）。その時、被造物である身体は地上に
ありながら、意志は被造物を捨て去っており、自らは霊的に神とともに生きるのだという（34）。
さらに、意志が被造物へと入っていかないようにするためには、次のことが必要であると師
匠は語る。
あなたが放下した心情の内に間断なくとどまり、また自身を絶え間ない確かな悔悛（懺悔）
に向かわせ、被造物が自身の内で生きるのを悔いるようにしなければならない。それを遂
行するならば、被造物は日々死滅し、思いのままに日々天に向かうことになるでしょう（35）。
ここで言われている放下とは、「ただ素朴かつ単純にキリスト・イエスにおける神の愛と恩
寵のなかへ沈潜し、神の生命において自らの理性と自己性にいわば死ぬことを熱望し、愛の
内に神の生命に全く没入」（36）することである。師匠は、意志が被造物へと入っていかない
ためには、神の内へとただひたすら身を沈めるべきであり、被造物の内にあり、我性や動物
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的なあり方に捕らわれている自らを日々悔いなければならない、と弟子に語るのである。
　それを聞いた弟子は、「師匠、私はいかにして、そのような絶え間なき悔悛へと入ってい
くことができるのでしょうか」（37）とさらに問う。自身を悔悛に向かわせるとは、どういう
ことであるのか、具体的にはどのようなことをすればよいのかを問うのである。その問いに
対し師匠は、「あなたがあなたを愛するものから離れ去り、あなたを憎んでいるものを愛す
るならば、あなたは絶えずそのような悔悛の内に立つでしょう」（38）と答える。これはつまり、
悔悛へと入るためには、自分の意志が被造物を世話しているために自分を愛している被造物
を憎み、世話をしようとする意志、すなわち動物的なあり方を好む意志をすてなければなら
ならないということである。また、逆に、被造物に捕らわれ動物的なあり方をしている自分
は、主イエス・キリストの十字架を憎んでいる（キリストの意に反している）が、自分の悔
悛の実行のために、その十字架を愛し、それを背負わなければならない、ということである。
それらを実行することにより、「被造物とともにある自分自身を憎み、あなたの意志が安ら
ぐだろう永遠の平安を探し求める起因をもつようになる」のだと師匠は語るのである。
　ここまでを振り返ると、超感性的生に到るために師匠が語ったことは、自身を神の内へと
委ねなければならないということであるが、そのためには被造物を排さなければならなかっ
た。被造物を排するためには、被造物に捕らわれている自分を憎み、イエス・キリストの十
字架を愛し、それを背負う必要性があった。それを実行することで、悔悛の内へと立つこと
ができるようになり、日々の被造物の消滅とともに、神の内へと自らを沈潜させようとする
起因をもつようになる、ということであった。そのためには、根本に「確固たる意志」が必
要であることが見て取れる（39）。地上の被造物に惑わされずに自分を憎み、十字架を愛し通
そうとする「意志」が必要なのである。
　しかし、「意志」とは誰かによって意図的に持たされることができるのであろうか。誰か
の発言や周囲の環境から影響を受け、何かしらを意志するようになることは、確かにあるだ
ろう。そうではあったとしても、それを意志するようになるのは当然の如く自分自身である。
ましてや、上記のような種類の確固たる意志ともなれば、生半可な目的から起こるような柔
弱な意志ではないのである。何ものにも惑わされず、左右されないような「意志」を持つよ
うにさせるにはどうしたらよいのか。弟子は実際に、「このような誘惑の渦中にあって、ど
のようにして私は立ち直れるのでしょうか」（40）と、その不安な気持ちを師匠に打ち明ける
のである。弟子は超感性的な生に到りたいという意志を（いくぶんの疑問とともに）もとも
と持ってはいたが、その意志は被造物に容易に誘惑されてしまうようなものであると感じて
もいたのである。師匠はそのような弟子の意志を確固たるものとすることができるのであろ
うか。
　師匠は弟子の不安に、「すべての感性的理性を越えて、（中略）我らの主イエス・キリスト
の苦難の内へと飛び込んで行き、身を委ねるならば、あなたは罪、死、悪魔、地獄、そして
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世界を支配する力を得るでしょう」（41）と語ることで答えるのである。師匠は、今まで同様に、
兎にも角にも神の内へと飛び込んでいきなさい、と語るに過ぎないのであるが、もし飛び込
んでいくならば、罪や死、また世界をも支配するとも語るのである。このことは、1 章にお
いてみたように、万物と等しくなることで万物を支配するようになるというベーメ思想の表
れである。
　弟子はその不安感から来る問いを繰り返す。超感性的生へと到ろうとする意志が、不安の
内にあり、そのことによって様々な心配事が湧き起こり、その心配事とともに不安感を拭い
去ろうとするかのように師匠に問うのである。
弟子：もし私がそうした心情によって、被造物が存在しない場所へと到ることができたな
ら、貧しい人間である私はどのようになるのでしょうか。
師匠は実にやさしく語る：愛しい弟子よ、あなたにお教えしましょう。あなたの意志が一
瞬でも一切の被造物から離れ去り、何の被造物も存在しないような場所へと跳入するなら
ば、その時あなたの意志は神の至高なる輝きに覆われるでしょう。そして、主イエス・キ
リストによる、言い表しえない程の甘美な愛を味わうでしょう。また主イエス・キリスト
の十字架が柔らかな恵みに変わるのを感じ、この世の栄誉や富よりも十字架を好んで愛す
るようになるでしょう（42）。
師匠は弟子のその気持ちにやさしく答え、一瞬でも跳入するならば、神の至高なる輝きに覆
われるように、平安な生を送るようになると言うのであり、「十字架を好んで愛するように
なるでしょう」というように、弟子の不安な心をやわらげるような説明をする。超感性的生
を賛美するのである。しかし、弟子は意志が被造物から離れ去らなければならないという
ことを聞き、「身体はどうなるのでしょうか。なぜなら身体は被造物の内にいきなければな
りませんのに」（43）と問う。それに対し、師匠は再度ヨハネによる福音書の「私〔キリスト〕
の国はこの世のものではありません」（44）という言葉を引き、答える。師匠によると、身体
の死は「外」と「内」から始まるのだという。外からとは、地上の虚栄と悪しき行為に死ぬ
ことであり、そうすることで一切の驕りを憎しみ、敵とみなすようになるということである。
内からとは、悪しき欲求と愛着が死ぬことであり、そうなることで神へ向かおうとする新た
な意志を持つようになるということである（45）。神へと向かうため、超感性的な生へと到る
ためには、被造物から離れ去ること、つまり身体の死を経なければならず、そうすることで
新たな意志をもつようになるのである（46）。
　しかしながらもし師匠が言うように身体が地上的な世界に反し、被造物から離れるならば、
「世間は身体を軽蔑する」のではないだろうか、という疑念が弟子に募ってくる（47）。師匠は
また、その疑念を払拭させるように、そうであったとしても身体は苦難であると受け取らず、
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イエス・キリストに近づくためにふさわしくなったのだと、かえって喜び、それをなすだろ
う、と語るのであるが、弟子の疑念は拭い去れず、弟子はその思いを師匠に語る。
弟子：私が万物に背を向けるならば、私は困窮と不安のなかで生きなければならず、私は
愚か者だと思われるでしょう（48）。
弟子は、地上的な被造物全てを捨て去ったとしても、その生き方は世間に反した生き方であ
るために、地上に生きている以上は困窮と不安のなかで、愚か者とされながら生きなければ
ならないのだろうか、と疑念を抱いているのである。確かに、読者のなかにも弟子と同様な
疑念を抱く人は少なくないだろう。地上に生きている人間が、その地上の一切を捨て去るこ
と（被造物を捨て去ること）には、不安感が付きまとうに違いない。師匠が語る条件を全て
なそうとするような、確固たる意志はそう容易に持てるものではないだろう。何につけても
思い切って何かをなすことに躊躇ってしまう人間の姿を、弟子の姿に見て取ることができよ
う。ましてや、超感性的生という何か不可解さが付きまとう性質のものであるために、一点
の躊躇いもなくその生に入って行こうとする意志を持つことは、なおさら困難なことだろう。
そのような弟子に、また読者に、師匠は、またベーメはどのように答えるのであろうか。
師匠：（前略）、あなたがあらゆることにおいて世と逆の道を歩もうとするならば、一人で
正しい道のみを歩むがよいでしょう。正しい道とは世の全ての道とは逆であるのですから。
あなたは、不安の内に生きなければならないと言いましたが、それは肉に従って起きるこ
とであり、それこそが絶え間なき悔悛への起因となるのです。そして、そのような不安の
なかでこそ愛がその火を掻き立てて、最も激しいものとなるのです。あなたは自分が愚か
者と思われるでしょうと言いましたが、それは事実です。なぜなら、神の愛へと到る道は、
世間にとっては愚かなものですが、神の子にとっては知恵であるのです。（中略）神の子
にとって愛の火はどのような生命も言い表すこともできないような、最大の宝であるので
す。神の燃え盛る愛の火は、（中略）この世のあらゆる喜びよりも心地よく、それが一体
何であるのか、それを語ることができるものはいません（49）。
超感性的生へと到ろうとするのであれば、「一人で
4 4 4
正しい道のみを歩」みなさい、と師匠は
弟子に伝えるのである。その道はつらく、不安の内にあるが、そのことに堪え忍び、強くそ
の道を歩むことで、愛による激しい火による悔悛の起因を持つようになる、というのである。
そうすることで、キリストによって、何ものよりも甘美な愛の火が自己を満たすのであると、
ただ、そのことを伝えるのである。
　以上見てきたように、確固たる意志に達していない弟子に対して、その意志を確固たる
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ものにしようとし、師匠が行ったことは、「ひたすら語る」という行為のみである。師匠は、
キリストの言葉を用いつつ、弟子の不安な気持ちからくる疑念に答え、語り、さらに超感性
的生とは、罪や死や地獄といった苦しみや万物を支配するような平安であり、そこに到った
ならば何ものにもましてそれを望むようになるのだと、その生を讃えるのみなのである。弟
子の意志が確固としたものになったかどうかは、この対話からは読み取ることはできない。
しかし、疑念と不安が混ざった最初の問いよりも、その生に到ろうと必死に師匠に問う弟子
の姿を見て取ることはできよう。
　結局のところ、超感性的生に到ろうと欲するならば、ただ「一人」で、つらい道を歩まな
ければならないのであり、その歩みを進めようとする意志は誰でもなく自分自身でもつよう
にならなければならないのである。他者が意図的に何を働きかけようとも、跳入しようと意
志するのは自分自身なのである。そこに、師匠にとって、またベーメにとっての限界があっ
た。師匠と弟子の対話にて、神秘的人間を形成することの言わば「失敗」を描くことで、読
者にその限界を示し、ただひたすら自分自身で歩まなければならないとベーメは語るかのよ
うである。
　さて、ベーメは、弟子の問いに答えながら、ただ語り続ける師匠の姿を読者に見せた。神
秘的人間の形成は意図的に引き起こすことができないという限
アポリア
界に対し、その生成を導こう
とする人にとって残されている可能性は何であるのか。ベーメが見出した可能性とは「語る」
という行為なのか。そのことを 3 章にて考察していく。
3章　神秘的人間形成における可能性
　
　プラトンにとって「真の知」とは、「知の飛び火」という言葉でプラトンが示したように、
自分自身で見つけなければならず、誰も伝えることはできないものであった。ベーメにとっ
ても同様に、神秘的な体験、超感性的生とは自分自身で到らなければならないものであった。
それに加えて、そこへと到ろうとする「意志」すらも、自分自身で断固として持たなければ
ならないのである。そこにベーメが神秘的人間を形成しようとするに際しての限界があった。
その限界に対してベーメは、どのような可能性を見出していたのか。
　そもそも、ベーメは彼の処女作である『アウローラ』（Aurora oder Morgenröte in 
Aufgang, 1612）を、自らが経た体験を、言葉にし、概念化するために、すなわち「自分の
ための覚え書」として書いたのであり、「誰にも見せるつもりはなかった」のであった（50）。
この時には、ベーメは神秘的人間の形成を引き起こそうとは考えていなかったことが読み取
れる。しかし、その個人的な思いに反し、彼の友人たちがその草稿を公の場に曝してしまう
のである。そのことにより、ベーメは参議会により、異端的思想の持ち主として今後一切の
執筆を禁止される。その禁止に対し、一時は沈黙をするのであるが、いつしか、彼の周りには、
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友人たちが集まり彼に刺激を与え、執筆をして欲しいと勧奨するのである（51）。そのことが、
押さえつけられていたベーメの意志を駆動させることとなり、ベーメは死に到る 6 年もの間
に創造的で精力的な執筆活動を行なうのである。この頃には、「ベーメの求霊的・神秘的な
教説を核とする一種の信仰集団」が形成されており、ベーメは「霊的指導者あるいは神秘的
教説家」としての使命感から、大いに熱意を注いだということである（52）。そのことが、教
導的な著作の執筆にもつながったのであろう。その執筆に際して、ベーメは「自分のための
覚え書」として書いた『アウローラ』とは違い、「かの根源的直観をより近づきやすい仕方
で概念的形成にもたらし、内的視線の前に据えるという、より高度な能力こそが問題」であ
ったのである（53）。また、ベーメは「全てのことを一度に捉え、書くことは、およそ不可能
であり」、それゆえ「一つの書で捉え切れなかったことが、別の書で見出されるようになる」
と考えていたのである（54）。
　つまり、ベーメは読者に対して、根源的直観、すなわち神秘的体験へ近づき、到りやすい
ように、概念的に記すとともに、一つの著作において神秘的体験について表現しつくすこと
はもちろん、神秘的体験に到ることなど不可能であるからこそ、様々な表現でもって多くの
著作を執筆したのである。これらは全て、読者が神秘的体験に近づき、到りやすいようにと
のベーメの想いからなのである。読者が神秘的体験について、またその体験に必要なことは
何であるのかを、理解しやすいように、洗練された言葉で持って記そうと熱意を注いだので
ある。実際に、ベーメの信奉者たちは、ベーメの著作や論述を盛んに読むことを通し、その
強烈な衝撃によって魂の新生を体験し、神秘的体験に到ろうとする意志をさらに強くした者
が少なくなかったということである（55）。
　このベーメの想いが『超感性的生について』にも表れている。師匠は弟子が神秘的体験＝
超感性的生へと到りやすいように、弟子に、よりわかりやすい洗練された言葉を語ることに
よって、それへと導こうとしているのである。しかしながら、一度語っただけでは超感性的
生を捉えることはできないので、繰り返し言葉を変え、表現を変え、弟子に語るのである。
　また、2 章においてみたように、弟子の不安、疑念を払拭させるために、師匠は、超感性
的生そのものの善さを語り、弟子の超感性的生に対する問いに答えることによって、超感性
的生に到ろうとする弟子の「意志」を純然たるものに研ぎ澄まそうとするのである。他者に
意図的に意志を植え付けることは不可能である。意志は本人が自分自身によって持つように
ならなければならない。しかしながら、その意志を妨げているもの、たとえば地上的な虚栄
や快楽を欲している我性に他者が捕らわれているのであれば、それらは愚かなものだという
ことに加え、超感性的生が素晴らしいものだということを語ることにより、また、不安や疑
念があるのであれば、それに丁寧に根気強く答えることによって、それらを減じようとする
のである。このことこそが、ベーメが見出した可能性であったのだろう。語ること、対話を
交わすこと、著作を書くこと、それらにベーメは自己が行いうる可能性を見出したのである、
61
ベーメにおける神秘的人間形成への限界と可能性
と見て取ることが出来る。
　洗練された言葉や文字により、他者の理性に訴え、神秘的体験、超感性的生へと飛び立と
うとする意志を妨げているものを制御させること、また飛び立ちたいと願っている人にその
方法を様々な形で提示し、飛び立たなければならないのは本人であるが、その飛び立ちへの
道をやさしく付き従っていくこと。それこそが、ベーメが神秘的人間を形成しようとする際
にぶつかった限界に対し、行ないうる可能性として見出し、かつ実践したことであった。た
とえ、市参議会や群集によって迫害を受けようとも、自己の内的な衝動に従って確固とした
意志を持ち、行ったことなのであった（56）。
終章　教育者としてのベーメ
　ベーメにおいて神秘的体験＝超感性的生とは、我性や動物的なあり方を排し、無底へと跳
入することで到ることができるものであった。その結果何ものにもまして好むようになる平
安を得るということである。そのためには、キリストの内へと自己を沈潜させようとする確
固とした意志を持つことが必要なのであった。しかし、超感性的生へ到るための歩みを進め
ることは一人でなさなければならず、その生への飛び立ちは自己自身の内にて起こるもので
ある。ベーメ自身が「魂の突破」または「跳入」と表現したように、超感性的生とは、プラ
トンの言う「知の飛び火」と同様のものであった。超感性的生は教えることが出来ないとい
う限界に対して、ベーメが見出した可能性は、その意志を確固としたもの、純然たるものに
洗練させるために、わかりやすい言葉で語りかけ、その飛び立ちまでをともに付き従ってい
くことなのであった。
　ベーメが言う「超感性的生」のように、この世界には言葉では伝えられず、実際に体験を
経なければわからないようなことがらが多々ある。教育現場において伝達するよう求められ
ていることがらのなかには、そのような種類のものが少なくない。いのちの大切さや、人生
の不可思議さ、自然の崇高さ、といったものはその典型であろう。では、そのような他者教
育において何ができうるのか。菱刈晃夫は、「教師は、「究極的なるもの」を何も教えること
はできない」（57）と述べている。ベーメやプラトンがそうであったように、「究極的なるもの
を教えることはできない」と限界をしかと認識したうえで、何ができるのかを探らなければ
ならない。その時、様々に洗練された言葉で持って語り掛け、他者と対話をしながら、たと
えば、いのちの大切さをひしと感じるような体験への道を整備しつつ、ともに歩んでいくと
いうベーメが示した可能性は、示唆を与えてくれるだろう。
　畢竟するに、ベーメにとって、神秘的体験の形成を引き起こすことはできず、超感性的生（究
極的なるもの）を教えることはできないのであった。言葉によっていくら語ろうとも、やは
り弟子自身が体験を経なければ理解できないものなのであった。ベーメはその限界に対し、
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自らが行いうることとして見出した可能性に向かって、迫害の内にありながらも、真摯に力
強い姿でただひたすら出来ることを行なうのである。それはあたかも、超感性的生に到るた
めには、確固たる意志が必要であると語ったことを、自らが「態度」でもって示すかのよう
である。超感性的生に到ろうとする人にとって、ベーメの語った内容については当然のこと
だが、内容よりもむしろベーメのその力強い生の態度から、より大きな刺激と影響を受ける
のではないだろうか。ここに、教
レーベンマイスター
育 者 としてのベーメが紛れもなく存在していることを、
わたしたちは見るのである。幾世紀を経た今もなお、その存在は光り輝き続けている。その
光に触れたとき、もしかしたら、その時にこそ、ベーメが自らの使命だと感じていた神秘的
人間形成への道が、最も力強く開かれるのかもしない。超感性的生への扉が、今ここに開か
れたのかもしれない。
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